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ものづくり標準データ推進協議会の構成とこれまで
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DEデータ流通改⾰タスク

ICT部会ICT部会

CAE先端技術研究タスク

DE分科会中期計画検討

新規活動テーマ検討・提案

ものづくり標準データ推進協議会

機械学習/CAEなど先端技術開発用クラウドの調査・
ベンチマークにより、業界のクラウド活用技術の底上げ

先

総合政策委員会総合政策委員会

デジタルエンジニアリング分科会の活動

業界企業間のデジタルエンジニアリング(DE)データ流通
の標準的な手法・運用を提案する

協標

協標

後工程データ活用検討タスク準備チーム後工程データ活用検討タスク準備チーム

デジタルエンジニアリング分科会デジタルエンジニアリング分科会

生技・製造等後工程でDEデータの情報

を効率的に活用推進するためのタスク企画提案

協標

＊2024年10⽉〜活動開始

⾃動⾞業界を含む産業界の「標準化活動」
「協調活動」の一環として、デジタルエンジニア
リング分科会から推進協議会の幹事に参加

「JAMA デジタルエンジニアリング分科会」と「ものづくり標準データ推進協議会」のつながり
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ものづくり標準データ推進協議会の成り⽴ちとこれまで
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製造業全般に関係が深いTC
TC10︓製品技術文書情報
・図面表記に関する規格
TC213︓製品の⼨法･形状の仕様及び評価
・幾何公差などの規格

その他のTC
TC22︓⾃動⾞
TC85︓原⼦⼒
TC261︓積層造形
TC269︓鉄道分野 など

TC184︓オートメーションシステム及びインテグレーション専⾨委員会
SC4︓産業データ分科会
“ものづくりに欠かせないデジタルデータに関するIS規格を検討/発⾏する分科会”

現在、21カ国が参加（日本は主要5カ国の一角を構成）

ISO Committee

1990年代に、この分科会でSTEPの国際規格を制定

2000年代には、PDQの規格を制定、最近ではJTが旬の議題

• STEP︓正確な製品データ表現を企画化、製品データ交換などに活用
最近、⾃動⾞が中⼼のAP214と航空機が中心のAP203が統合されIS規格 AP242として整備されている
(Standard for the Exchange of Product model data)

• PDQ︓製品データ（主に形状）の品質（例えば局⾯の折れ/離れなど）
(Product Data Quality)

ISO TC184/SC4を通じて、”ものづくり標準データ”の国際規格の情報入手／規格提案を推進
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ものづくり標準データ推進協議会の成り⽴ちとこれまで
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組織の再構築/活動の正常化

2013設⽴

組織運営のための

支援を実施

① TC184/SC4 国内対策委員会（JNC）の活動バックアップ

② 産業界としてISO国際規格への働き掛けと連携の強化

⇒ 運営協議会を設置し、産業界のニーズ、要件をタイムリーにトス

⇒ 経産省製造産業局と連携し、広く産業界に訴求し賛同者の確保

2013年 運営協議会設⽴

2014年 TC184/SC4推進協議会へ
名称変更

2021年 ものづくり標準データ推進協議会へ
名称変更

役割

ISO委員会

経産省
基準承認ユニット
JISC

事務局（MSTC）

TC184/SC4
国内対策委員会（JNC）
委員⻑、委員

運営協議会
産業界
(JEITA、SJAC、JAMA)

2024年度活動会員
産業界1団体（JAMA）
ITベンダー 6社
個人賛助会員 1名
技術会員 3名

産業界の3団体（JEITA、SJAC、JAMA）が発起人となり、TC184/SC4 国内審議体制を再構築
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ものづくり標準データ推進協議会の成り⽴ちとこれまで

製造業の “ものづくり” 領域のITツールとデータ活用、業界を流通させるための

標準データは重要な基盤であるとの認識の下、

本協議会の会員は、多様な製造業ものづくりのデータに関する課題を解決するため、

”ものづくりデータ活用の困り事” と

”国内外の標準データ規格化・活用動向”、

”ITツール戦略動向”

の調査を基に取り組むべき課題を明確にし、

流通データの標準規格化・活用提案／開発／適用展開を推進し、

その成果を広く国内産業界へ啓蒙することで

国内製造業界のデータ流通基盤の底上げに貢献する。

Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.7

「ものづくり標準データ推進協議会」の目的

ものづくり標準データ推進協議会規約 （目的）第2条
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●製品データの同一性検証規格開発の役割

●同一性検証ツールの実用性確認の役割(JAMA)

JA
M
A

同
一
性
検
証
ツ
ー
ル
の
実
用
性
確
認

経
産
省
国
際
標
準
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

製
品
デ
ー
タ
の
同
一
性
検
証
規
格
開
発

現場の
ユースケース

同一性確認
の技術ポイント

ISO 10303-62:(製品データの同一性検証規格) 2018年12月7日プレスリリース

製品データを比較し同一性を確認する規格
・現在は第一段階として形状、アセンブリー、
PMIデータの規格化を推進。
・将来的に解析データや、生産準備データなど
を追加し、製品データの構成要素へ拡張

業務上のユースケースに応じた実用的
な同一性検証ツールの上手な
使い⽅をガイドラインとして発⾏する
(“基準編”、“実務編”、・・・)

『TC184/SC4国内対策委員会/推進協議会』の活動成果として「製品データの同⼀性検証規格」発⾏
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

ものづくり標準データ推進協議会の構成とこれまで
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第1次経産省プロジェクト

★
運営協議会設⽴

★
同一性検証規格開発
IS規格発⾏国際標準開発

★TC184/SC4推進協議会
へ名称変更

第2次経産省プロジェクト
各団体の標準案を
持寄り検討
自工会の案を採用 同一性検証規格開発

標準の利用活用

国際標準調査
（AP242など）

PDQ-ed3

クラウド環境で
実証実験

・欧米
ベンチマーク調査
・e-クラウド
利活用 調査/検討

★
デジタル活用へ向けた
提言書作成

・各国のISOへの提案についてJNCから確認・意⾒の依頼 (xCMF, JTなど)
・日本からのISOへの提案時の相談・確認・意⾒の依頼 (eqV3 同一性 など)

枠組みの
⾒直し

事業発掘

★ ものづくり標準データ推進協議会
へ名称変更

定例技術委員会

情報発信検討

JNC活動支援

＋TC10 ︓製品技術文書情報
＋TC213︓製品の⼨法･形状の仕様及び評価
＋TC10 ︓製品技術文書情報
＋TC213︓製品の⼨法･形状の仕様及び評価

TC184︓オートメーションシステム及びインテグレーション
SC4 ︓産業データ分科会
TC184︓オートメーションシステム及びインテグレーション
SC4 ︓産業データ分科会

課題抽出のワークショップ
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ものづくり標準データ推進協議会の構成

推進協議会を構成するJNC（国内対策委員会）、ユーザ（産業界団体）とITベンダーがそれぞれの
役割を持ってお互いの情報・知⾒を出し合うことにより、事業を推進する

JNC（TC10,TC184/SC4,TC213）

ユーザ

（産業界団体）
ITベンダー

課題提示

課題提示

標準化動向

標準化動向

標準活用課題

IT技術動向

ユースケース

ユースケース

規格情報

IT機能開発

実装技術
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ものづくり標準データ推進協議会の構成 （参加メンバーの役割）

JNCを支援するユーザ（産業界団体）とITベンダーが、対等な⽴場で協議会を推進する

ものづくり情報
標準

デジタル製品
定義データ基準

データモデリング
標準

CADなど
ソフトウェア

実務作業・
成果物作成

契約・法規・
基準・品質

顧客要件・仕様・
設計思想

• 顧客要件
• 原理原則（1DCAE）
• 構想（ポンチ絵）
• 設計仕様
• 設計知識・ノウハウ
• 知的財産権

• 製造物責任法・電気用
品安全法などの法律・
省令

• システムエンジニアリング
• 品質マネジメントシステム

• ワークフロー(開発プロセ
ス)

• デザインレビュー
• 検図
• 出図ドキュメント
• 発注書／手配書
• 検査報告書

• 3D-CAD（形状定義・
PMI付加・組⽴）

• Viwer
• CAM
• CAT
• CAE
• PLM
• Digital
Manufacturing

• ISO 16792
• ASME Y14.41

• ISO 128 Series
• ISO 129
• ISO 1101
• ISO 1302
• ISO 2553
• ISO 5459
• ASME Y14.5
• ASME Y14.36

• ISO 10303-
242(STEP)

• ISO 14739(PDF)
• ISO 14306(JT)
• ISO 23952(QIF)

ユーザ（産業界団体） ITベンダー
JNC

(TC184/SC4)
JNC

(TC10, TC213)

議⻑・副議⻑候補①の選出 議⻑・副議⻑候補➁の選出

議⻑・副議⻑の決定

従来の体制
① ⽴候補制
② ユーザから議⻑・副議⻑を選出する
③ 幹事会で閉じた情報

従来の体制
① ⽴候補制
② ユーザから議⻑・副議⻑を選出する
③ 幹事会で閉じた情報

2022年度から
① 担当制へ切り換え（それぞれが役割を果たす）
② 産業レイヤー（ユーザ、ITベンダー）から議⻑・副議⻑を選出
③ 幹事会からメンバーへ情報発信

2022年度から
① 担当制へ切り換え（それぞれが役割を果たす）
② 産業レイヤー（ユーザ、ITベンダー）から議⻑・副議⻑を選出
③ 幹事会からメンバーへ情報発信
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ものづくり標準データ推進協議会の構成 （会議体編成）

事業発掘

定例技術委員会
（月1回〜2ヶ月1回）

幹事会
（年2̃5回）

事業

WG
（数回〜短期間）

事務局（MSTC）

総会
（年1回）

事業/WGの承認
JNC活動の報告

年間事業計画・実績報告
予算・決算の承認
会員全員参加

幹事会承認
会員参加要請
予算利用提案

幹事会承認
事業成⽴性の検討
会員参加要請

事業発掘に向けた情報共有
活動成果、活動実績（失敗談）、
調査結果、問題提議、情報公開と報告、
相談、募集、紹介など

総会・幹事会の下で事業活動を推進する体制を組織
2021年度からは新たな事業発掘に向け、共通課題を探るための定例技術委員会を主に活動
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事業発掘 （定例技術委員会）

委員会の目的︓

多様な製造業のものづくりのデータに関する課題を解決するため、
以下の情報共有を基に取り組むべき課題を明確にし、
流通データの標準規格化・活用提案/開発/適用展開を推進する。
1. 産業界動向 ︓ものづくりデータ活⽤事例・課題

2. 標準化動向 ︓国内外の標準データ規格化・活⽤

3. 技術動向 ︓ITツール戦略、ソリューション技術

目標達成の手段︓

① 会員それぞれの専⾨に基づいた情報・知⾒を会員間で共有する

② 製造業界の課題解決のために現状把握・分析〜課題明確化〜解
決策の提案・企画〜開発〜適用の各⼯程で、⾃らの役割を
実⾏する

③ 会員が属するそれぞれの組織の発信機会を活用し、本協議会の活動
成果を国内関連産業界へ発信する

狙いとする効果︓
• 国際標準動向・ソリューション技術を
入手して、会員個々の活動を
加速・品質向上

• 技術テーマに対して同じ興味・関心を
持つ仲間作り

産業界

標準化

技術

各会員（企業・団体）が持つ”ものづくりデータ”に関するニーズを他の会員と共有し、産業界の要件を反映した
日本の”ものづくりデータ”の標準化へ繋げる
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事業発掘 （2021、2022年度 定例技術委員会 開催実績）

日付 テーマ テーマ名 発表者 所属

2021
第1回
2021年6月30日
（水）

① 電気精密製品産業界の3DAモデル/DTPDの動向（定例技術委員会離縁テーション） 藤沼 知久 議⻑（JEITA）

➁ 同⼀性検証ツール確認タスク活動成果の報告 武⽥ 健 JAMA

2021
第2回
2021年8月25日
（水）

①
JAMA DE分科会の新テーマ「デジタルエンジニアリングデータ流通改⾰」検討状況の共有とディ
スカッション

石毛 定雄 JAMA

➁ 3DA modelの最新状況と課題 1 –データ変換- 相馬 淳人 (株)エリジオン

2021
第3回
2021年10月27日
（水）

① ものづくり現場における xR 活用の今とこれから –前編- 松本 倫⾏ ラティス・テクノロジー(株)

➁ JIS/DTPDの内容と今後の予定 ⾦⽥ 徹 関東学院大学

2021
第4回
2021年12月22日
（水）

① ものづくり現場における xR 活用の今とこれから –後編- ⽥中 浩司 ラティス・テクノロジー(株)

➁ データムと幾何公差設定による設計効率化 重田 国啓
JEITA（富士フィルムビジネス
イノベーション(株)）

2021
第5回
2022年2月16日
（水）

① 3DA modelの最新状況と課題 2–データ品質- 相馬 淳人 (株)エリジオン

➁
JT OPENメンバー各社の活動状況およびDIN（独）の動きについて（STEP AP242 XML
+ JT の運用と今後の課題）

日原 進介 シーメンス（株）

2022
第1回
2022年08月24日
（水）

① 定例技術委員会 2021年度の振り返り、2022年度の進め⽅ 嵯峨 周司 議⻑（JAMA）

② Semantic PMIの最新技術と標準化 相馬 淳人 副議⻑（(株)エリジオン）

2022
第2回
2022年10月26日
（水）

① JAMA DEデータ流通改⾰タスク 最新状況報告 高村 知昭 JAMA

➁ JEITA三次元CAD情報標準化専⾨委員会の活動紹介 重⽥ 国啓
JEITA（富士フィルムビジネス
イノベーション(株)）

③ DEデータ標準化に対する想い（パネルディスカッション）
相馬、高村、重田、
三輪、稲城

JEITA/JAMA

2022
第3回
2023年02月22日
（水）

① 欧州の標準化推進動向と標準データの適用・応用領域の拡⼤について 日原 進介 シーメンス（株）

② 3Ⅾ図⾯普及のための運用課題と活用提案について 井⼀ 義人 ラティス・テクノロジー(株)

産業界

標準化

産業界

技術

技術

標準化

技術

技術

技術

標準化

技術

産業界

産業界

産業界

標準化

産業界

産業界



17
Copyright (C) Japan Promotion Council for Manufacturing Standard Dataものづくり標準データ推進協議会

事業発掘 （2023年度 定例技術委員会 開催実績）

17

日付 テーマ テーマ名 発表者 所属

第1回 2023年06月28日（水）

① 2022年度 ISO/TC184 SC4-JNC成果報告 相馬 淳人
副議⻑
TC184SC4国内対策委員⻑
（(株)エリジオン）

➁
定例技術委員会 2022年度の振り返り、2023年度の進め
方（アンケート結果から2023年度テーマに関する協議）

嵯峨 周司
議⻑
（JAMA）

第2回 2023年10月4日（水）

① 知らないではすまされない“日本の3次元CAD普及率” 藤森 匡康 株式会社プロノハーツ

② 中小町工場での図面データに関する現状報告 大高 晃洋 有限会社大高製作所

③ デジタルエンジニアリング分科会の成果物普及課題の取り組み 石毛、嵯峨 JAMA

第3回 2023年12月20日（水）

① ISO/TC10, 213、および関連JIS規格の最新状況 ⾦⽥ 徹
TC10,213国内対策委員⻑
（関東学院大学 教授）

➁
中小企業とOEMの3Dデータ取り扱いに関する課題整理
（第2回テーマで挙げた課題の整理・深堀り）

大高、藤森、
相馬、嵯峨

【ディスカッション】

第4回 2024年2月28日（水）

①
拡⼤するデジタル情報連携の重要性と国際標準化に⾒る各
国の戦略

日原 進介 シーメンス株式会社

➁ 3Dデータ取り扱いに関するギャップと課題 －３－
大高、藤森、
相馬、嵯峨

【ディスカッション】

2023年度は、会員各団体が持つ認識のギャップやそれぞれの⽴場における課題を認識するため、以下のディス
カッションを推進して来た。

• 第2回（10/4）の講演にて、⾃動⾞OEMと中小部品メーカーの3D図⾯に対する認識のギャップと課題の列挙
• 第3回（12/20）、第4回（2/28）にて、それぞれの課題感の相違点・共通点の認識、今後の取り組みについて協議

産業界

産業界

産業界

産業界

標準化

標準化

産業界

標準化

産業界
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事業発掘 （2024年度 課題抽出ワークショップ）

2023年度の定例技術委員会の活動の中で3D図面の扱いに関する、理想と現実のギャップや、大手と中小企業の
環境や認識のギャップについてディスカッションし、会員間で現状を認識することができた。
これを受け2024年度は、これらギャップにおける課題の明確化・具体化を進めている。
将来的には、大手、中小含めた産業界全体での3D図⾯流通のロードマップ作成への発展を検討する。

2023年度 2024年度 2025年度以降

現状における
ギャップの認識
• 理想と現実
• 大手と中小

ギャップの中に
存在する課題
の抽出

課題の仕分け
•各社/各団体共通の課題か︖
•産業界として優先的に取り組むべき課題か︖
•個社/団体で取り組むべき課題か︖

共通課題解決
に向けた
対策検討

産業界全体での3D図⾯流
通のロードマップ作成

課題対策実現に
向けたアクションプ
ランの作成

課題対策実現に向けた
アクションプランの実⾏

ロードマップ実現に
向けたアクションプ
ランの作成と実⾏

現在の進捗
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事業発掘 （2024年度 課題抽出ワークショップ）

全体サマリグループA

(2) 周辺環境、機械加工、その他に関する課題
全体サマリ

グループB グループC

グループA グループB グループC

(1) 3D図面、データ授受、データ変換に関する課題

最初に、JAMA、ITベンダー、中小企業、設計支援会社の参加メンバーにて意⾒出しを実施
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クラウド環境

事業発掘 （2024年度 課題抽出ワークショップ）

△︓3D図⾯を作成する側の課題、□︓3D図⾯を受け取る側の課題、◎︓両⽅に関わる課題

3D設計 データ授受 データ変換

◎ 3D設計のメリットが何か明確でない

△ 3D設計者教育をどうするか

△ 3D検図をどうするか

◎ 差分・変更管理をどうするか

◎ 2D図から3D図への置き換えでない3D図ならではのメリット

□ 3D CADが高価

□ 汎用機械でCADが不要な加⼯が成⽴している

□ 加工現場ではPCの⽴ち上げが⾯倒

□ Tierの間に入る商社が3D図面を扱えない

□ CAD、EXCELなど情報が分散している

T
ie
r-n
で
3
D
図
⾯
を
使
わ
な
い
理
由

無償/安価な変換ツール、Viewerを望む

□ 人にやさしくない3D図面

◎ PMIの取り扱いをどうするか
△ PMIの記入

□ 受け取って使う（セマンティック/読図）

アセンブリ情報、
公差解析

◎ ⾞1台の授受ができることによるメリット

◎ 変更点管理 ◎ 新旧比較

◎ Tier-nとOEMの授受環境

デジタルスレッド

セキュリティコントロール

◎ IGES、DXFを使用し続けるのか︖

フォーマット

ツール

version

最新データの判別・管理

△ STEPを編集できるCADがあると良い

◎ PDQには課題が残っている

◎ PMI変換課題

形状変換にも課題

変換エラー

開発元各社ルール

利用各社カスタマイズ

〔サマリ1〕 3D設計、データ授受、データ変換に関する課題

3D図面エコシステムのマップ作成
（3D図面にかかる費用と効果）

高価な3D図面環境

3D図面を必要と
しない製造現場

PMI（製品製造情報）の取り扱い
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事業発掘 （2024年度 課題抽出ワークショップ）

国・業界

発注側

受注側

IT開発

◎ 認証などのルール、提出エビデンスが昔から変わらない

□ 各社のルールが昔から変わらない（検査など）

△ トレランスの検討不⾜

△ バージョンの検討不⾜

□ 使用している用語が難しい

□ お⾦・⼿間・教育・・・コストに⾒合った効果が⾒えない

□ 3D図⾯の便利さが伝わらない △ 啓蒙が不⾜

□ 受け手のITスキル、リテラシーが不⾜

◎ ベテラン設計者退職 若⼿が図⾯を作り直せない 旧図⾯継続利用

□ IT技術者不⾜

□ 3D図面から加工製造に使えるツールがない

◎ 開発したツールが幅広く利用されるビジネスモデルが出来ていない
（ツール提供するにも効果が必要）

◎ 紙、ハンコがなくせない

△ 海外での環境構築

△ リモートでも利用可能な環境

△ データセキュリティを考慮 △ 取引先のデータは購買契約で出せる範囲に限りがある

◎ 改ざん防止

□ 手元に紙があれば紙面上で直せる

・技術的

・⾦銭的

・業界ルール

何が障害か︖
△ 後工程での3D図⾯の使い⽅が⾒えていない

後工程でどうやって付加しているか
（収縮、スプリングバックなど）

△ 現在、後⼯程の仕事の流れが⾒えていない

〔サマリ2〕 周辺環境、機械加工、その他に関する課題

業界、国のルール

3D図面エコシステムのマップ作成
（3D図面にかかる費用と効果）

3D図面スキル
不⾜
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事業発掘 （2024年度 課題抽出ワークショップ）

カテゴリ 案件数 カテゴリ 案件数 カテゴリ 案件数

3D導入のメリット 47 幾何公差の利用スキル 5 3D/2D図面の使い分け 2

データ授受・変換環境の構築・維持 11 3D図面エコシステムのマップ作成 5 必要な図面情報が出されていない 1

PDQ・同一性 10 ソフトが高価 4 データ授受スキル 1

データセキュリティー 9 必要な図面形態の合意 3 設計意図 1

ルールの標準化 6 人間系作業へのPMIの活用 3 スキルレスで利用できる3D環境 1

フォーマットの標準化 6 業界、国のルール改正 3 加工機械・加工技術者の課題 1

変更管理の課題 5 IT普及の課題 3 3D図面のスケール感 1

設変・検図 5 通信環境の整備 2 3Dから2Dを作成するツールの課題 1

図面情報を構成するデータ 5 業務に合わせたツール仕様 2 3D化環境下での優位性の創出 1

本活動対象から除外(※1) 53

合計 197

• 重点課題⽅針設定︓「大手メーカーから、Tier-nまでの3D図⾯流通を阻害する課題」
• 第1回のワークショップで抽出した課題をカテゴライズ、整理を実施
全197件の課題のうち、本推進協議会の検討対象とした、144件を27のカテゴリに分類した。

※1 「大手メーカーから、Tier-nまでの3D図⾯流通を阻害する課題」に重点を置く⽅針から、⼤⼿メーカー内、⼤⼿メーカー間で
取り組むべき課題は本活動の検討対象から優先度を下げて除外とした。
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事業発掘 （2024年度 課題抽出ワークショップ）

業務把握不⾜

ツールの課題（機能不⾜）

（個社の）運用ルールの不⾜

効果把握不⾜（検証不⾜、認識不⾜）

環境整備が不⼗分
（投資、コスト）

教育、スキル不⾜
（慣れ、能⼒）

⾏政、業界の遅れ
（規格化、効果展開、⾦銭的⽀援など）

普及、宣伝・促進不⾜

設計意図

人間系作業へのPMIの活用

ルールの標準化

図面情報を構成するデータ

フォーマットの標準化

データセキュリティー

設変・検図

データ授受スキル

PDQ・同一性

変更管理の課題

通信環境の整備

3D図面エコシステムのマップ作成

ソフトが高価

3D導入のメリット

IT普及の課題

必要な図面形態の合意

幾何公差の利用スキル

業務に合わせたツール仕様

加工機械・加工技術者の課題

3Dから2Dを作成するツールの課題

3D/2D図面の使い分け

3D図面のスケール感

3D化環境下での優位性の創出 スキルレスで利用できる3D環境

業界、国のルール改正

必要な図面情報が出されていない

︓⼤カテゴリ
︓中カテゴリ

課題と問題の更なるグループ化（カテゴライズ）︓8つの大カテゴリ

データ授受・変換環境の構築・維持
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業務把握不⾜

ツールの課題
（機能不⾜）（個社の）運用ルールの不⾜

効果把握不⾜
（検証不⾜、認識不⾜）

環境整備が不⼗分
（投資、コスト）

教育、スキル不⾜
（慣れ、能⼒）

普及、宣伝・促進不⾜

⾏政、業界の遅れ
（規格化、効果展開、⾦銭的⽀援など）

Step1

Step2

Step3

Step4

STEP3,4の対策に自然に
つながる課題を提示

産業界団体、ITベンダーを超えて打つべき対策の⽴案

事業発掘 （2024年度 課題抽出ワークショップ） ︓⼤カテゴリ
︓メンバー意⾒

抽象化された問題の関連性、優先順位

業務のプロセスが明確になることによって効果が⾒つけられる

Tire-n 利用側の効果の明確化

Tire-n 利用側の困りごとの明確化

効果を感じているが、明確に出来るビジネスモデルが⾒えない

海外の⾏政、業界とのベンチマークも必要ではないか
→ 海外といっても、どこと⽐較するか︖ 欧⽶︖、アジア︖・・・

裾野まで普及展開をさせるには⾏政の⽀援が必用

ツールメーカーもいつまでもツール提供だけ
でなくサービス提供になっていくのではないか

クラウドでツールサービス提供

環境基盤の構築 →
誰が費用を負担して進めるか

教育の提供

⾏政への紙書類の提出も減らしていけないか︖

JAMA/JAPIAの活動でフォローされる範囲
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Step1

• Tier-nの中小企業の課題の深堀り
 本推進協議会の委員企業、また会員が親交のある企業にヒアリングを実施する。
→ 直接的に課題は出にくいと思われるため、現状3Dまたは2Dで実施している業務それぞれの内容を伺う

 質問フォームを決めてアンケートを事前配布（アンケートの最後にヒアリングの可否を確認）
 どこからどのようなデータが⼊って、どのようなデータが出て⾏くか、社内ではどのような形態で回っているか
 2D図⾯でデータ流通していて困っていること、無駄と思われることがないか
（→ 3D図⾯で解決できるかを念頭に聞く）

 3D図⾯普及したいが、阻害要因となっていることはあるか︖何か︖

Step2

• 海外の⾏政、業界とのベンチマークを進める作業の検討・準備
 経産省などに事業プロジェクトを提案
 推進協議会で独自に予算化して外部委託

今後の進め⽅︓先ずはStep1,2の課題に優先的に取り組む

事業発掘 （2024年度 課題抽出ワークショップ）
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プロモート活動（ものづくり標準データ推進協議会ホームページ）

2025年2月26日（水） ものづくり標準データ推進協議会 ホームページ開設
URL︓https://www.mstc.or.jp/jpc-msd/

活動概要︓ものづくり標準データ推進協議会の発⾜経緯や現在の体制、取り組み概要を紹介
活動実績︓ものづくり標準データ推進協議会の過去の活動成果、国内委員会の取り組みを紹介
⼊会案内・お問い合わせ︓会員・役割・年会費や、お問い合わせの連絡先を紹介

活動概要 活動実績 入会案内・お問い合わせ
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まとめと今後のすすめ方

1. 事業発掘（定例技術委員会、課題抽出ワークショップ）

 産業界、標準化、技術の3つの観点で会員が持つ情報の発信・共有による共通課題の検討

 会員各団体/各社がおかれている現状の情報共有によるギャップの認識から、重点課題・共通課題を抽出

3Dデータ主体で通関するものづくりプロセスの理想と、2Dデータ、2D図⾯中⼼でしか流せない
現状のギャップの課題に対して、製造業界として取り組むべき具体的な対策を⽴案し、事業化につなげる。

2. JNC活動支援

①新たなIS規格提案の支援

JAMA 同一性検証ガイドライン（基準編、実践編）に基づく、国際規格提案検討の支援

②IS規格投票への意⾒提⽰

ものづくりデータの国際規格会議に対する⽇本産業界の意⾒反映（標準提案に対する⽇本としてのYes/No提示）

産業界の意⾒・課題提⽰やJNC活動へのフィードバックの窓⼝としての推進協議会の役割について⾒直す。

裾野が広い⾃動⾞産業を含む製造業界の中⼩企業のDE課題については、JAMA/JAPIAのタスク活動だけでは
アプローチ出来ないこともあるため、関連の活動と役割を分担し、推進協議会を活用して中⻑期的課題に取り組む。
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おわりに

本推進協議会に参加したい、活動内容が気になる、もっと詳しく知りたい、

という業界団体、企業の方がいらっしゃいましたら、アンケートにその旨ご記入いただくか、

下記宛先までメールでご連絡ください。
Mail︓ ict-digitaleng@mta.jama.or.jp

各会員の役割と会費規定は以下の通りです

会員 役割 属性 会費

正会員 本協議会の活動を主導する 法人 1 口 12 万円／年

賛助会員 本協議会の目的に賛同し本協議会の活
動を支援する

法人 12 万円／年

個人 1万 2千円／年

技術会員 製品開発のデジタルエンジニアリングに 関わ
る⾼度な技術⾯の活動を主導する

法人 1万 2千円／年

個人 1万 2千円／年
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ご清聴ありがとうございました

引き続きJAMA活動へのご理解とご協⼒を

宜しくお願い致します
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